








ム 留学生らが時津学長を囲み 「ヤング マン」を合唱
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人 事 異 動
学 内 諸 報
． 五福キャン パスの構内一斉清掃を実施 7 
． 外国人研究者及び留学生との懇談会を開催 7 





4砂 教育学部が自衛消防訓練を実施 ー 一一 8 
・ 理学部が初の外部評価委員会を開催
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平成13年1月発行 学 報 第432号
���』司
（法 律 ）






( 496) （平成12.12. 6 官報号外第249号）
0 著作権法施行令の一部を改正する政令（504) （平成





令（518) （平成12. 12. 15 官報第3017号）
（中央省庁等改革推進本部令）
0 文部科学省定員規則（中央省庁等改革推進本部109)




令（ 文部55) （平成12.12. 28 官報第3026号）
（規 則）
0 人事院規則10-4（職員の保健及び安全維持） の一部
を改正する人事院規 則 （人事院10-4-9) .（ 平成12. 12. 
15 官報第3017号）
0 人事院規則15-15（非常勤職員の勤務時間及び休暇）
の一部を改正 する人事院規 則 （同15-15-3) （平成12.
12.25 官報第3023号）
0 人事院規則 17-0（管理職員等の範囲） の一部を改正
する人事院規則 （同17-0-60) （向上）
0 人事院規則14-8（営利企業の役員等との兼業） のー
部を改正 する人事院規 則 （同14-8-3) （ 平成12.12. 26 
官報第3024号）
0 人事院規 則9 6 （俸給の調整額） の一部を改正する








0 人事院規則16-0（職員の災害補償） の一部を改正 す
る人事院規則（同16-0-28) （向上）





員） の一部を改正する人事院規則 （同22-0-1) （向上）
（告 示）
0 標準電波の周波数に関する件の一部を改正する件
（ 文部・通産1) （平成12.12. 6 官報第3010号） ‘
0 文部科学省の所管に属する船舶に関し， 船舶所有者
が行う手続きについて， 文部科学大臣の代理官を指定
した件（総理 ・ 文部1) （平成12. 12. 11 官報第3013
号）
0 中央省庁等改革のための文部省告示の整備等に関す
る告示（ 文部181) （平成12.12.11 官報第3013号）
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(1) ホームペ ジー 運用要項（案） について




















































(1) 中 ・ 長期計画の検討について













研 究 代 表 者 交付決定額 配分予定額
研 究 課 題
所 属 職 氏 名 平成12年度 平成13年度
基盤研究（C)(2) 理 学 部 助教授 小田 島仁司 赤外レーザーの差周波発生によるTHz領 千円 千円
域にお ける高分解能分光計の開発 2, 500 700 
固相抽出を利用する環境試料水の迅速・
II 理 学 部 助教授 笠原 一世 簡便なオン サイト分析法の開発に関する 2, 300 800 
研究
萌芽的 研 究 理 学 部 助教授 鈴木 炎
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学 位 取 得
所属・職 ・ 氏名
学 位 の種類
取 得 年 月 日
学 位 論 文 名
論 文 の 要 旨


















地域社会にお ける都市性の出現は， 中世集落第 1 段階
(b） 期のお よそ13世紀後半から14世紀代に見られる第 1
次集村と中世集落第2段階（a） 期の14世紀末から15世紀
前半頃の第2次集村という 社会現象の中に段階的に位
置付けた。 短冊形地割は， 計量的分析の結果， 2類型存
在することが判明した。 各段階においてそれぞれ 「草戸
型短冊形地割 J ， 次に 「ー乗谷型短冊形地割Jが成 立 し




琉球にお けるグスク体制と同様． 「方形館体制J も， 華






















企 協定書を取り交わす蝋山高岡短期大学長 （左） と古
由経済学部長 （右）
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ゆミ』��
異動区分 発令年月日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 H廿， 
採 用 12. 11. 15 吉野由紀子 事務補佐員（ 人文学部・理学部）
昇 任 12. 12. 1 黒津 信幸 助 手 名古屋大学 大学院医学研究科 助教授 工学部物質生命システム工学科生命工学）
百字 職 12. 11. 14 田村 真紀 事務補佐員（ 人文学部・理学部） 辞 職
3司』己��
五福キャンパスの一斉清掃を実施


























会に教職員と留学生等がお互いの 文 化を理解し， 国際交
流の一層の促進を図って欲しい旨の挨拶があ り， 続いて
宮下工学部長の発声により乾杯し， 懇談に入りました。
アトラ クション では， 先般東京で開催された 「国際民
族舞踊フェスティパルJ に出演した留学生等から， こき
りこ節のささら踊りと手踊り 麦屋節の笠踊りが披露さ



























答があ り， 非常に有意義なセミナーとなりました。 なお，
次回セミナーは， 「 企業会計についてJ （講師 経済学部
榊原英夫教授） が予定されています。
... 講義中の笹川事務部長
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教育学部が自衛消防訓練を実施













理学部は， 工学部， 人文学部に続いて， 学部及び大学
院理工学研究科博士前期課程（理学系専攻） の教育と研
究活動についての外部評価を実施しました。 12月1日
（金） ～12月21日 （木） にかけて14人の外部評価委員を




12月22日 （金） 開催の外部評価委員会では， 学部関連
施設及び研究施設等を視察した後． 関係教官が学部の教
育理念と目標， 将来構想， 教育研究活動， 教育組織と管
理運営体制， 社会との連携， 施設整備・安全管理等につ











































I 1 1月25日（土）， 札幌市の札幌コンサートホールKi taraで開催された第53回全日本合唱コンクール（全日本合唱 ’
i連盟， 朝日新聞社主催）において，大学部門に2年連続出場した富山大学合唱団が銅賞に輝きました。 : 
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航先 国 目 的 期 間
2000Asia-Pacific microwave Con-
12. 12. 1 
外国出張 工 学 部 教 授 坂 上 岩 太 オ ー スト ラ リア ference に出席， 研究発表 12. 12. 7 
12. 12. 2 
教育学部 助教授 鼓 みどり イ タ リ ア 現地調査， 研究資料収集
12. 12. 11 
カナダ数学学会冬期大会代数幾何
12. 12. 5 
教育学部 教 授 浅 沼 照 雄 カ ナ ダ 学部門に出席， 研究発表 12. 12. 14 
パルス電力技術及び高エネルギー 12. 12. 9 
工 学 部 教 授 升 方 勝 己 中 国 密度プラ ズマに関する共同研究打
合せ 12. 12. 16 
First Asian Particle Technology 12. 12. 11 
工 学 部 助教授 山 本 健 市 タ イ Symposium (APT2000） に出席，
研究発表 12. 12. 16 
教 務
First Asian Particle Technology 12. 12. 11 
工 学 部 職 員
宮 嶋 俊 明 タ イ Symposium (APT2000）に出席， 研
究発表 12. 12. 16 
12. 12. 11 
工 学 部 助 手 喜久田 寿 郎 香 港 AMF-3に出席， 研究発表
12. 12. 18 
First Asian Particle Technology 12. 12. 11 
工学 部 教 授 杉 本 益 規 タ イ Symposium (APT2000） に出席，
研究発表 12. 12. 16 
2000年環太平洋国際化学会議 に出
12. 12. 12 
理 学 部 助教授 宮 津 員 宏 アメ リカ合衆国 席． 研究発表 12. 12. 16 
12. 12. 12 
教育学部 教 授 佐 藤 幸 男 マ ダ ガ ス カ ル 調査・研究資料収集
12. 12. 19 
環太平洋国際化学会議 に出席，研
12. 12. 12 
理 学 部 助教授 樋 口 弘 行 アメリカ合衆国 究発表，研究打合せ 12. 12. 19 
環 太 平洋国際 会議 （Pacifichem
12. 12. 13 
工 学 部 教 授 長谷川 淳 アメリカ合衆国 2000）に出席， 研究発表 12. 12. 21 
環 太 平洋国 際 化 学 会議 12. 12. 13 
工 学 部 教 授 鈴 木 正 康 アメリカ合衆国 (Pacifichem 2000） に出席， 研究
発表 12. 12. 19 
環 太 平洋国 際 化 学 会議 12. 12. 13 
工 学 部 教 授 黒 田 重 靖 アメリカ合衆国 (Pacifichem 2000） に出席， 研究
発表 12. 12. 19 
環 太 平洋国 際 化 学 会議 12. 12. 14 
工 学 部 助教授 蓮覚寺 聖 一 アメリカ合衆国 (Pacifichem 2000） に出席， 研究
発表 12. 12. 21 
機器分析 環 太 平洋国 際 化 学 会議 12. 12. 14 
センター 助教授 中 村 優 子 アメリカ合衆国
(Pacifichem 2000） に出席， 研究
発表 12. 12. 21 
環 太 平洋国 際 化 学 会議 12. 12. 14 
工 学 部 教 授 宮 下 尚 アメ リカ合衆国 (Pacifichem 2000） に出席． 研究
発表 12. 12. 21 
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航先 国 目 的 期 問
地域共同 環 太 平洋国 際化 学 会 議 12. 12. 14 
外国出張 研究セン 教 授 城 石 昭 弘 アメリカ合衆国 (Pacifichem 2000） に出席， 研究
タ 一 発表 12. 12. 21 
APIEMS-2000国際会議に出席， 研 12. 12. 18 
工 学 部 助 手 吉 沢 寿 夫 中 国 究発表 12. 12. 23 
APIEMS-2000国際会議に出席， 研
12. 12. 18 
工 学 部 教 授 山 淵 龍 夫 中 国 究発表 12. 12. 23 
APIEMS-2000国際会議に出席， 研 12. 12. 18 
工 学 部 助教授 廃 林 茂 樹 中 国 究発表 12. 12. 24 
12. 12. 1 
海外研修 人文学部 助教授 岩 井 瑞 枝 フ フ ン ス 16世紀版画 に関する史料収集
12. 12. 7 
FIVB （国際バレーボール連盟）
12. 12. 10 
教育学部 教 授 西 川 友 之 タ イ マ ネー ジメント・セミナーに出席 12. 12. 16 
1st French Meeting on Environ- 12. 12. 11 
理 学 部 教 授 清 綾 保 弘 フ フ ン ス mental Chemistry and Stable 
Isotopes に出席， 発表 12. 12. 17 
First Asian Particle Technology 12.12.11 
工 学 部 助教授 高 瀬 均 タ イ Symposium (ATP2000） に出席，
研究発表 12. 12. 16 
2000環太平洋国際化学会議に出席，
12. 12. 14 
工 学 部 助教授 星 野 一 宏 アメリカ合衆国
研究発表 12. 12. 19 
環太平洋国際化学会議に出席， 研
12. 12. 14 
教育学部 教 授 原 稔 アメリカ合衆国 究発表 12. 12. 21 
環 太 平洋国 際化 学 会 議 12. 12. 15 
工 学 部 講 師 小 野 慎 アメリカ合衆国 (Pacifichem 2000） に出席， 研究
発表 12. 12. 23 
共同研究打合せ及び国際特許の打
12. 12. 15 
工 学 部 教 授 熊 津 英 博 フ イ 1) ビ？ ン 合せ 12. 12. 18 
環 太 平洋国 際化 学 会 議 12. 12. 15 
工 学 部 助教授 小 田 晃 規 アメリカ合衆国 (Pacifichem 2000） に出席， 研究
発表 12. 12. 20 
「中国南 部にお ける大気環境j に 12. 12. 20 
理 学 部 助教授 張 動 中 国 ついて資料収集， 試料採取， 研究
打合せ 13. 1. 6 
美術館教育に関する調査， 資料収
12. 12. 21 
教育学部 教 授 長谷川 総一郎 フ フ ン ス 集 12. 12. 30 
東アジア行政法学会第4回学術総
12. 12. 22 
経済学部 教 授 萩 野 聡 4ロ2、 湾 会に出席 12. 12.26 
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氏 名 本 国 に お け る
（ 国 籍 ） 所属機関 ・ 職名 来 学
目 的
エマ ニュ エル ・オリビ エ フラ ンス 国 立科学研究 アフリカ熱帯森林住民の文
Emmanuelle Olivier セ ンタ ー （C. N. R. S) 化保全と内発的発展に関す











文 部 教 官
（教 授）
文 部 教 官
（助 手）
文 部 教 官
（助教授）
職
文 部 教 官
（助教授）
氏 名
吉 田 俊 則
菊 池 万 里
飯 田 敏
氏 名
黒 津 信 幸
言ト









沢泉 重夫名誉 教授（元教育学部） には平成12年12月23日午後10時53分 ご逝去（89歳 ） されましたことを， お知
らせ します。 ここに ご生前の ご功績とお人 柄 を偲び 心から哀悼の 意を表します。
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12月 1 日 登録機器の管理責任者打合会
11日 第3回運営委員会
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